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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラスチック材料の射出成形によって一体に成形され、容器の口部に取り付けられる注
出部材たるディスペンサーエンドピース（１０；１０’；１０’’）であって、
　実質的に円錐形で上向きに収束する頂端部を含む管状本体１１と、前記管状本体（１１
）の頂端部に設けられる破断端部分（２０；２０’）とを備え、
　前記破断端部分（２０；２０’）が、前記管状本体（１１）に破断端部分（２０；２０
’）を一体的に接続する脆弱領域（２４）と、前記脆弱領域（２４）のレベルの下方へ少
なくとも部分的にのびる少なくとも二つのフィン（２６；２６’；２６’’）とを備え、
　前記破断端部分（２０；２０’）が、エンドピースの軸線（Ｘ）のまわりの回動に応じ
て前記脆弱領域（２４）で破断されるよう構成され、
　前記少なくとも二つのフィン（２６；２６’；２６’’）により、破断端部分を使用者
が指でしっかりと握って、エンドピースの軸線のまわりに回すことができるようにしたデ
ィスペンサーエンドピース（１０；１０’；１０’’）において、
　前記破断端部分（２０；２０’）が、ディスペンサーエンドピースの軸線に対してほぼ
垂直方向にのびるディスク型横方向部分（２１；２１’’）を有し、前記ディスク型横方
向部分（２１；２１’’）がディスペンサーエンドピースの軸線上で見てディスペンサー
エンドピースの本体の頂端部より広くなっており、
　前記少なくとも二つのフィン（２６；２６’；２６’’）が、前記ディスク型横方向部
分（２１；２１’’）に設けられ、
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　前記ディスク型横方向部分（２１；２１’’）が、使用者が片手の親指を用いて指で破
断端部分を十分にしっかりと引っかけてディスペンサーエンドピースの軸線に垂直な軸線
のまわりでの傾き運動により、破断端部分を切り離すことができるように構成され、
　前記破断端部分（２０；２０’）がディスペンサーエンドピースの管状本体（１１）と
協働して環状溝（２５）を画定し、
　ディスペンサーエンドピース（１０；１０’；１０’’）が管状本体（１１）の底部に
おいて、
　－容器首部の外側ねじにねじ込まれる第１の内側スカート（１３）と、
　－ねじが締め付けられた際の首部の内側表面に対する漏れ防止性を有する密封用の第２
の内側スカート（１４）と
　を備え、
　前記破断端部分の二つのフィン（２６；２６’；２６’’）が直径上相対して配置され
、かつ少なくとも一部がディスペンサーエンドピースの本体（１１）の側方で延び、しか
も全体が前記横方向部分（２１）の頂面（２２）のレベルより下方へのびている
　ことを特徴とするディスペンサーエンドピース。
【請求項２】
　横方向部分の頂面（２２）が平面であることを特徴とする請求項１に記載のディスペン
サーエンドピース。
【請求項３】
　横方向部分の頂面（３２’’）が僅かに外側に凸状であることを特徴とする請求項１又
は２に記載のディスペンサーエンドピース。
【請求項４】
　横方向部分（２１；２１’’）が、エンドピースの軸線上で見て、エンドピースの本体
の頂端部より少なくとも三倍広いことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の
ディスペンサーエンドピース。
【請求項５】
　側部分又は各側部分の頂縁部（３１’’）が外方且つ下方へ傾斜していることを特徴と
する請求項１～４のいずれか一項に記載のディスペンサーエンドピース。
【請求項６】
　前記一つ又は複数の側部分（２６’）が、破断可能な材料のブリッジ（３０）によって
エンドピースの本体に接続されていることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記
載のディスペンサーエンドピース。
【請求項７】
　ポリプロピレンで構成されていることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載
のディスペンサーエンドピース。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載のディスペンサーエンドピースを備えた容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、破断端部分を備えたディスペンサーエンドピースに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　エンドピースの軸線のまわりで回動させることよりエンドピースの本体から端部分を切
り離すようにした種々のディスペンサーエンドピースが知られている。
【０００３】
　このようなディスペンサーエンドピースにおいては、端部分は脆弱領域全体にわたって
エンドピースの本体と一直線状にのびている。
【０００４】
　これらのディスペンサーエンドピースは、ストリップ形態でパッケージされかつ少量の
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製品を収容する小ビンといったいに形成される場合には満足である。
【０００５】
　これに対して、比較的大量の製品を入れしかも上記のような破断端部分を含むディスペ
ンサーエンドピースを備える容器が段ボール箱内にその箱内で動き得る自由度をもって収
容される場合には、移送中に容器が箱の壁に衝突して端部分をエンドピースの軸線を横切
る方向にのびる軸線の回りで傾斜させ、そして端部分を偶然に切り離させる程度まで傾斜
させることがわかった。
　その結果漏れが生じて全バッチの商品を販売に適さなくし得る。
【０００６】
　特許文献１には、軸線に垂直な傾斜軸線のまわりでの傾斜運動により本体から切り離さ
れるようにされた破断端部分を備えたエンドピースについて開示されている。
【０００７】
　特許文献２には、軸線のまわりでの回動により本体から切り離されるようにされた破断
端部分を備えたエンドピースについて開示されている。
【特許文献１】フランス国特許第２，３３１，４９１号
【特許文献２】米国特許第４，２０７，９９０号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　容易に開放できかつ比較的大量の製品を収納する容器に装着でき、輸送中に偶然に切り
離される危険のない破断端部分を備えたディスペンサーエンドピースが要求される。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の新規のディスペンサーエンドピースは、破断端部分が、第１の動きで取外しさ
せる第１のグリップ手段と、第１の動きと異なる第２の動きで取外しさせる第２のグリッ
プ手段とを備えていることを特徴としている。
【００１０】
　このようなエンドピースでは、片手又は両手で破断端部分を取外すことができ、従って
容易に使用することができる。
【００１１】
　好ましい実施の形態においては、破断端部分は、軸線のまわりの回動に応じて破断でき
、破断端部分の少なくとも一側部分は、使用者が指で破断端部分をしっかりと握れるよう
に、少なくとも部分的に、破断端部分の脆弱領域のレベルの下方へのび、ディスペンサー
エンドピースの軸線のまわりで回すことができ、また破断端部分の横方向部分は、使用者
が指で十分にしっかりと握れるようにディスペンサーエンドピースの軸線にほぼ垂直にの
び、ディスペンサーエンドピースの軸線に垂直な軸線のまわりでの傾き運動により、破断
端部分を切り離すことができる。
【００１２】
　好ましくは、破断端部分の側部分は、少なくとも部分的に、脆弱領域のレベルの下方へ
のびている。
【００１３】
　破断端部分の一つ又は複数の側部分は、少なくとも部分的に、脆弱領域のレベルより下
方へのび、もはや全体としてエンドピースの本体と一直線でなく、例えばエンドピースの
両側に配置されるので、端部分は脆弱領域を越えて短い距離のびるように構成され得る。
【００１４】
　これにより、端部分が輸送中に偶然に破断する危険は低減される。
【００１５】
　さらに、ディスペンサーエンドピースと嵌合した容器の軸線方向寸法は相対的に小さい
ままであり、従って、箱の寸法を低減でき、すなわち箱内の容器の容器の動きを制限する
スペーサーを受けるために利用できる空間をより大きくできる。
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【００１６】
　特殊な実施の形態では、上記側部分は横方向部分に接続され、しかも全体が上記横方向
部分の頂面のレベルより下方へのびている。
【００１７】
　好ましくは、横方向部分の頂面（２２）は実質的に平面であるかまたは僅かに外側に凸
状であり、横方向部分の形状は有利には通常平坦である。
【００１８】
　なお特殊な実施の形態では、横方向部分は上から見で円形輪郭をもち、有利には通常デ
ィスク型である。
【００１９】
　有利には、ディスペンサーエンドピースは、接合平面に配置されしかもエンドピースの
本体の各側に少なくとも部分的にのびている二つの直径上相対したフィンを備えている。
【００２０】
　好ましくは、横方向部分は、エンドピースの軸線上で見て、エンドピースの本体の頂端
部より広く、好ましくは少なくとも三倍広く、それにより、エンドピースの軸線に垂直な
軸線のまわりでの傾き運動を与えることにより端部分を切り離すことができるように使用
者は十分にしっかりと握れる。
【００２１】
　従って、使用者が片手をあけるか又は両手をあけるかに関連して、端部分は、上記の側
部分を両手で回すことにより又は一方の手が利用できない場合には片手の親指で端部分を
傾けさせることにより簡単に取外すことができる。
【００２２】
　特殊な実施の形態では、上記一つ又は複数の側部分は、破断可能な材料のブリッジによ
ってエンドピースの本体に接続される。これらのブリッジは、特にエンドピースの軸線に
垂直な軸線のまわりで端部分を相対して傾かせることにより端部分の性能を高めて偶然の
取外れに耐えるようにしている。
【００２３】
　好ましい実施の形態においては、各側部分の頂縁部は外方且つ下方へ傾斜している。
【００２４】
　また、本発明は上記のディスペンサーエンドピースを嵌合した容器を提供する。
【００２５】
　本発明の他の特徴及び利点は本発明を限定しない実施の形態についての以下の説明及び
添付図面を参照することにより明らかとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　図１～図３に示すディスペンサーエンドピース１０は、プラスチック材料例えばポリプ
ロピレンを射出成形によって単一ピースとして構成される。
【００２７】
　エンドピース１０は、軸線Ｘのまわりの管状本体１１を有し、この管状本体１１の頂部
分は実質的に円錐形であり上向きに収束している。管状本体１１の円錐の頂点には破断端
部分２０を備えている。
【００２８】
　この破断端部分２０の中心領域２１は通常ディスク型であり、頂面２２は実質的に平面
状であり、軸線Ｘに垂直であり、そして脆弱領域２４を画定している薄い環状壁２３を介
して本体１１に接続されている。
【００２９】
　中心領域２１の凸状底面２７は本体１１の頂端部と共に薄い壁２３のまわりに環状溝２
５を形成している。
【００３０】
　二つの直径上相対したフィン２６は中心領域２１の凸状底面２７に接続され、そして図
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２及び図３に特に詳しく見られ得るように、本体１１の各側に下向きにのびている。
【００３１】
　これらのフィン２６は全体として中心領域２１の頂面２２のレベルより下方に位置し、
そして一部脆弱領域２４のレベルより下方にのびている。
【００３２】
　例示した実施の形態では、これらのフィン２６はディスペンサーエンドピース１０の接
合平面に形成されている。
【００３３】
　これらのフィン２６はディスペンサーエンドピース１０の本体１１の軸線Ｘ上にないが
、これらのフィン２６は、使用者が軸線Ｘのまわりで回動させることにより端部分２０を
分離出きるように配置されている。
【００３４】
　本体１１の底端部には、容器首部の外側ねじにねじ込まれる第１の内側スカート１３及
びねじ係合を締付けると首部の内側表面に対して密封的に支持する密封用の第２の内側ス
カート１４が設けられている。
【００３５】
　当然、本発明の範囲を越えずに、ディスペンサーエンドピース１０は、容器に嵌合され
る部分である代りに容器の本体と一体に構成され得る。
【００３６】
　容器内に収容した製品を分与するために、使用者は片方の手で容器をもち、もう片方の
手でフィン２６を握り、軸線Ｘのまわりで端部分２０を回動させることにより、薄い環状
壁２３を破り、製品を通すことのできるオリフィス２８を画定する。
【００３７】
　変形例では、使用者は、軸線Ｘに垂直な軸線のまわりで片手の親指で中心領域２１を上
向きに回動させることにより片手で端部分２０を分離できる。
【００３８】
　図４には、変形した実施の形態を構成しているディスペンサーエンドピース１０’を示
し、このディスペンサーエンドピース１０’は、フィン２６’が端部分２０’だけでなく
、最初の使用時に破断する材料のブリッジ３０を介してエンドピースの本体にも接続され
ている点で図１～図３に示す実施の形態と異なっている。
【００３９】
　これらのブリッジ３０は軸線Ｘに垂直な軸線のまわりでの端部分２０’の傾斜に相対し
ている。これにより、端部分２０’が偶発的に切り離される危険は低減される。
【００４０】
　当然、本発明は上記の実施の形態に限定されない。特に、フィンの数を増やしたり、フ
ィンの形状を変えたり、端部分の中心領域の形状を変えることができる。
【００４１】
　例として、図５には、中心領域２１’’が凸レンズ形状のものであり、その頂面３２’
’が外側方向に僅かに凸状である変形した実施の形態を構成しているエンドピース１０’
’を示している。
【００４２】
　フィン２６’’は、それらの頂縁部３１’’が外方かつ下方へ傾斜している点でフィン
２６と異なっており、それにより、フィンと外側包装体との接触の危険をさらに低減し、
従って破断部分が偶発的に破断される危険を低減する。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明のディスペンサーエンドピースの概略斜視図。
【図２】図１のディスペンサーエンドピースの側面図。
【図３】接合平面におけるディスペンサーエンドピースの軸方向断面図。
【図４】ディスペンサーエンドピースの変形実施の形態を示す、図２と同様な側面図。



(6) JP 5049455 B2 2012.10.17

10

【図５】本発明の別の変形実施の形態を示す、図２と同様な側面図。
【符号の説明】
【００４４】
１０：ディスペンサーエンドピース
１１：管状本体
１３：第１の内側スカート
１４：第２の内側スカート
２０：破断端部分
２１：中心領域
２２：頂面
２３：薄い環状壁
２４：脆弱領域
２５：環状溝
２６：フィン
２７：凸状底面
２８：オリフィス

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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